
本丸EXv3初期設定手順
（法定福利費・複合単価）

本丸EXv3をご利用中のお客様のみ、
②こうじやさんv3自動アップデート手順(Ver3.0.261.X を使用の場合)の作業終了後、
こちらの手順書に従って設定作業を行ってください。



１．テンプレートファイルの上書きと印刷設定を行う。

●対象ファイル

①法定福利費明細表.xls ・・・従来のテンプレートの置換え

②見積書(福利厚生内訳付A4横).xls ・・・新規追加帳票
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③実行予算書(複合単価計算書B4).xls ・・・従来のテンプレートの置換え

①と③のテンプレートは置換えとなりますので、最初に手動で削除してください。

[システム設定]メニューより[印刷設定画面]を開き、「保存場所」に設定されている
フォルダを開き、①と③のxlsファイルを削除します。

続けて「こうじやさん管理ツール」を起動し、次ページの手順で「印刷設定追加ツール」
を実行すると①②③のテンプレート（xlsファイル）の追加と、印刷設定に②の追加テ
ンプレートが設定されます。



印刷設追加ツールについて

③ メッセージが表示されるので「はい」を選択します。

② #印刷設定追加ツールの中に「印刷設定追加ツール.exe」があるのでダブルクリックします。

④ 「更新が完了しました」のメッセージが表示されれば処理終了です。

2.管理ツール 自動更新設定タブを表示し、ダウンロードしたフォルダを確認して開きます。

① こうじやさんv3自動アップデート手順書で更新ファイルのダウンロード後、

自動更新で設定したフォルダから「#印刷設定追加ツール」を開きます。

1.こうじやさん管理ツールを起動してシステム設定ボタンをクリックします。
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２．大分類マスタにおける労務区分の設定を行う。

大分類マスタで、法定福利費の算出対象となる区分を設定します。
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[マスタ管理]メニューより[見積関連マスタ]-[大分類名マスタ]を実行します。

大分類マスタに「区分」を設定しなければ、法定福利費画面の労務金額が
表示されません。



３．システム設定の「法定福利費設定」による設定を行う。

① 経費の各「調整桁」「調整方法」を必要に応じて変更します。

② 法定福利費明細の各「項目」「調整桁」「調整方法」

※ ただし、建退共掛金は変更不要です。
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法定福利費等の金額算出の端数調整を設定します。

[システム設定]メニューより[システム設定]を実行します。

[法定福利設定]タブを開きます。

※ 最大6項目設定可能です。



４．法定福利費等設定の初期値の設定変更を行う。

法定福利費等設定画面を初回に開くときはサンプル値で表示されます。
次頁以降で説明する各項目の初期値を変更して、パターン登録してご利用ください。
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パターン登録は「パターン名」を入力し、[F2ﾊﾟﾀｰﾝ参照]を押下して開く「法定福利費
パターン一覧」で登録・更新が行えます。

法定福利費等設定画面は、見積物件の総括入力画面から開きます。
何も入力されていない空の工種行にカーソルを置き、[F7 法定福利費]ボタンを押下
することで開くことができます。

法定福利費等設定画面



①「直接工事費から算出」を使用する場合の設定

設定項目：
・労務割合
・設計労務単価
・材料割合

※経費割合は自動算出

6

②「労務費から算出」を使用する場合の設定

設定項目：
・労務割合
・労務区分
・材料割合

※経費割合は自動算出



③法定福利費明細の「料率」の確認
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④安全衛生経費積上の初期値を変更

法定福利費明細の「料率」を確認します。
これらの「料率」は初期値のままで使用可能です。

設定内容を確認してパターン登録を行ってください。

[積上計算]ボタンを押下し、「積上明細」画面を開いて、安全衛生経費積上の初期
値を変更します。

編集後に[F5 標準登録]ボタンを押下し、初期値として登録してください。



⑤安全衛生経費の設定
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「労務費から算出」または「直接工事費から算出」を使用する場合は、
「1年間の自社で購入・支出した安全衛生経費」と
「1年間の技能者の賃金合計・１年間の売上高」は必ず設定します。

設定項目：
・1年間の自社で購入・支出した安全衛生経費
・1年間の技能者の賃金合計

「労務費から算出」する場合

設定項目：
・1年間の自社で購入・支出した安全衛生経費
・1年間の売上高

「直接工事費から算出」する場合

初期値として登録されている金額はあくまでサンプルです。
安全衛生経費は初期の金額を設定しなければ、正しい金額が算出されませ
ん。初期の金額を必ず設定してください。
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見積書の総括表へ登録する内容を設定します。

⑥見積書・総括表への記載内容の設定

⑦見積書・表紙へ法定福利費を記載する場合の設定

見積書の表紙へ法定福利費を記載する場合は、
表紙入力画面から「法定福利費等設定」画面を開いて設定します。
※総括入力画面から開く画面では設定できません。



5．複合単価法改正対応で見積作成前の必要な設定
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①複合単価設定

[システム設定]メニューから[システム設定]画面を開き、[複合単価設定]タブを開きます。

空白になっているので、中分
類コードを入力してください。



１．複合単価法改正対応で見積作成前の必要な設定
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②見積入力初期設定

[システム設定]メニューから[システム設定]画面を開き、[複合単価設定]タブを開きます。

変更後の率を入力してください。

見積物件の表紙・総括・明細入力画面のいずれからも開くことができます。
各画面の上部にある「初期設定」ボタンを押下することで開くことができます。

「初期設定」ボタン

参考：
・諸経費割合(労)： 42〜52%
・諸経費割合(労以外) ：9〜13%



１．複合単価法改正対応で見積作成前の必要な設定
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③見積明細の分類変更設定を利用されている場合の設定

[システム設定]メニューから[システム設定]画面を開き、[見積明細設定]タブを開きます。

「□諸経費割合(労以外)」のチェックが外れた状態になっています。
「分類変更設定」をご利用の場合、必要に応じてチェック設定を行ってください。
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